
契約年月日 令和7年4月10日

契約業者名 関門港湾建設株式会社

契約業者の住所 山口県下関市細江新町３番５４号

工事の名称

工事場所

工事種別 港湾等しゅんせつ工事

工事概要 別紙のとおり

工期（自） 令和7年4月10日

工期（至） 令和7年10月31日

契約金額 257,939,000 円　（税込み）

契約の内容

令和7年度関門航路(大瀬戸～早鞆瀬戸地区)航路(-14m)浚渫工事

北九州市小倉北区西港町地先
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2. 施工場所

3. 工期

4. 管理用基準

5.

航路（-14m）

　共通工

汚濁防止膜設置・管理 垂下型、H=8m

垂下型、H=9m

垂下型、H=11m

　潜水探査工

潜水探査 （想定）

　浚渫工

浚　渫 設計水深　-14.0m （想定）NET数量　2,930m3

法面勾配  1:1

　土捨工

土運船運搬

瀬取り投入

　測量業務

水路測量

水深測量

14

数　量 摘要

m 80

m 260

m 160
開口部（垂下型）、H=10m m

1

工事期間中の直近3カ年の真夏日の日数に応じて、熱中症予防対策に資する現場管理費の補正をあらかじめ
行う試行工事である。

工　種　名　称

　北九州市小倉北区西港町地先

　契約締結日から令和7年10月31日までとする。

　なお、工期は、土曜日、日曜日、祝日及び夏期休暇を休日として設定している。

式

　基準面：関門航路日明検潮所基準面上（+）0.80mを零位とする。

式

m2

規格・形状寸法

点

単位

1

10,685

本工事は港湾工事関係書類スリム化の手引きを活用して、工事関係書類を必要最小限に簡素化に取り組む対
象工事である。

本工事は、従業員給料手当等に関する試行工事である。

本工事は、令和６年４月からの建設業に対する時間外労働の罰則付き上限規制適用を踏まえ、作業船乗組員
等の時間外労働を前提としている現行の港湾請負工事積算基準を見直すことを目的とした試行的取組（能力
補正型）を適用する対象工事である。

本工事は、マルチビームデータクラウド処理システム（以下、「MBC」という。）を活用して、測深データのノイズ処
理や土量計算等を行い、浚渫工事における適用性について確認する試行工事である。

本工事は、工程上一定の区切りと認められる時点で、主任技術者又は監理技術者の途中交代を認める試行工
事である。

100
開口部（自立型）、H=3m m 100

　なお、本工事については、以下に示す試行等の対象工事である。

　本工事は、関門航路（大瀬戸～早鞆瀬戸地区）航路（-14m）の潜水探査工、浚渫工、土捨工及び測量業務を施工す
るものである。

入札時に施工方法等の技術提案を受け付ける技術提案評価型（施工体制確認型） 総合評価落札方式の試行
工事及び契約締結後に施工方法等の提案を受付ける契約後VE方式の試行工事である。

式 1

休日の確保を評価する「休日確保評価型」の試行工事である。

　基準点：監督職員の指示による。

「主任（監理）技術者等未経験の技術者を配置した工事」「働き易い職場環境の整備」「担い手育成活動を実
施」について評価する工事であり、実施した場合には工事成績評定の加点を行う。

国土交通省が提唱するi-Constructionに基づき、ＩＣＴの全面的活用を図るため、起工測量、設計図書の照査、
施工、出来形管理、検査及び工事完成図や施工管理の記録及び関係書類について３次元データを活用するＩＣ
Ｔ活用工事（発注者指定型）である。

「港湾工事パートナーシップ強化宣言」を行い下請契約を締結する受注者（元請企業）に対し、現場管理費率を
割増し、下請企業への波及効果を検証する試行工事である。

施工期間中の荒天休止の実態に基づき、供用係数の精査及び工事期間の延長が必要な場合は工期を延長す
る荒天リスク精算型の試行工事である。


